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「球体衝突試験による材料特性評価」
ヤング率、降伏応力、ひずみ速度依存性、温度依存性などの材料特性について、球体衝突試験に
基づいた簡便な評価手法の開発を行っている。本実習では、一般的な金属材料について球体衝突
試験によりこれらの材料特性を評価し、既存の評価手法との比較を行う。

工学部  機械電気工学科   助教  伊藤　潔洋 

研究のキーワード

実習テーマの内容

高校で実習を行う場合に準備が必要となるもの

実習テーマの例

材料特性・衝撃損傷評価、超高速・超高温、
セラミックスコーティング、コールドスプレー法

実習回数
1 回 複数回 半年・通年

●ペーパービームコンテスト（A4 画用紙から強い片持ち梁を設計・製作してみよう） － ○ －

●球体衝突試験により金属材料の材料特性を評価する － － ○

大学の設備を使用するため、高校での実習はできません。


